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令和６年度 第１回「くまもとで働こう」推進本部会議 議事概要 

 

日時：令和６年（２０２４年）８月２０日（火）９時０５分～９時５０分 

場所：知事応接室 

 

１ 開会 

【進行：時田労働雇用創生課長】 

ただいまから、第１回目の「くまもとで働こう」推進本部を開催させていただきま

す。開会にあたりまして、本部長の木村知事から、ご挨拶をお願いします。 

 

２ 挨拶 

【木村知事】 

みなさん、おはようございます。「くまもとで働こう」推進本部は、人材不足対策に

ついて部局を越えて考えていくことがテーマです。 

そのため、各部局では、それぞれの業界特性に応じて、例えば、土木部では建設関

係、農林水産部では農業の担い手、商工部ではものづくりの関係、観光戦略部ではホテ

ル・旅館の関係、教育委員会では高校現場や市町村などとの連携も必要になってきま

す。 

他にも、企業就職セミナーをやるときに、各部局がバラバラでやるのがいいのか、一

緒にやった方がいいのかもあろうかと思います。 

人材の育成と確保、その両面をしっかり進めていきたいと思い、今日この本部を立ち

上げたところです。本当に、この人材不足は喫緊の課題ですので、逆に言えば各部局だ

けで悩まずに、この場でいろいろな議論を進めたいと思っています。 

「くまもとで働こう」というキーワードのもとに、まずは現状について部局を超えて

共有して、本県の人材の確保・育成について、みんなで一緒になって取り組んでいきま

しょう。よろしくお願いいたします。 

 

３ 報告事項 

【上田商工労働部長】 

報告事項（１）～（３）を説明 
（１）「くまもとで働こう」推進本部について 
（２）熊本県の人手不足等の現状について 
（３）人材育成・確保に関連した課題について 

 

４ 意見交換 

【木村知事】 

課題５の「その他」の「(2)職種や業界に対するネガティブイメージや理解不足」に

ついて、各部局の中でどのように変えていこうとしているのか、何かもし（意見や考え

が）あったら教えてください。 

資料６ページ、７ページに、熊本県の人材不足の現状について、有効求人倍率が出て

います。人材が不足しているところに赤丸がされています。 
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逆を見ると、もう人材が足りていて、どうしようもないのが、Ｃの25番の「一般事

務」とかは、要はいらないんですよ。そういう若者を育てちゃいけないんですよ、僕ら

は。だから、普通科もいらないと思っています。 

全国知事会議で、有名なコンサルティングの方が言っていますが、もうこれから必要

な業種はエッセンシャルワーカーだと。一般事務とかを全部ＡＩが代行しますと。おっ

しゃる通りで、法制とか会計など、これまでの整合性を取る業務っていうのは基本全

部、ＡＩが代行していくことになると、やっぱり人間でしかできないこと、それはエッ

センシャルワーカーであろうと。例えば、観光業であれば、おもてなしとか、料理とか

は、ロボットやＡＩでは得がたいものがあります。 

一般事務を志向するのは、一般事務がたぶん楽だとか、なんか安定してそうだとかい

うイメージがあり、ネガティブイメージがあんまりない。そのため、今後どうしていこ

うかと、私はちょっと悩むわけであります。 

エッセンシャルワーカーが、３Ｋでつらいイメージになっていて、エッセンシャルワ

ーカーを増やしていくにはどうしたらいいのか、私からの問いかけでもあります。 

 

【小金丸総務部長】 

総務部の場合は、一般事務が中心になろうかと思いますが、働き方の改革をそれぞれ

の部門で行っていくことが必要と思っています。一般事務が楽なイメージもあります

が、一方で、なかなか時間外勤務が減らないこともあります。 

私が注目したところは、資料１１ページの課題３の「生産性向上」についてです。建

設業であっても農林水産業であっても、観光業であっても、ＤＸが進んでないところ

は、理解しているところです。そういった部分で、デジタル戦略局において、誰でも入

れるＤＸコンソーシアムを設けていますので、ぜひ各団体等を通じてご案内いただきた

いと思います。どこから取り組んでいくかというきっかけになる部分もあると思いま

す。デジタル化が進む中で、ネガティブな部分が消されていくことに繋がるのではない

かと考えています。 

 

【受島企画課長】 

輸送・機械運転従事者の不足は、端的に言うとバスの運転手、タクシーの運転手、鉄

道の運転手になると思いますが、高齢化と人手不足が非常に大きな問題になっていま

す。単純に輸送の足が確保できるかどうかだけではなく、安全面や地域活動の維持な

ど、非常に幅広い概念かと思っております。それぞれの業界や企業の取組みもあると思

いますので、そこと連携をしつつ、人材の育成の支援も含めて取り組んで参りたいと考

えています。 

 

【篠田長寿社会局長】 

医療介護従事者の人材が不足するとなっていますが、介護面でいうと、説明があった

とおり、３Ｋできつく多忙だというイメージがあると思っています。いま取り組もうと

していることは、介護型ＩＣＴの導入支援です。ベッドからトイレまでセンサーを使っ

ての見守り支援などをやっています。いま働いている方には非常に好評で、それを入れ

ることによって、離職防止にもつながっていると思います。 
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また、高校生に実際の現場を見てもらって、介護現場も少しずつ変わりつつあるとこ

ろを発信していきたいと思っているところです。 

 

【倉光観光戦略部長】 

資料９ページの「人手不足の現状」について、宿泊業と飲食サービス業が一緒なの

で、必ずしも宿泊業というわけではないのですが、突出して離職率が高い業種というこ

とを改めて認識しています。夕食の準備が終わって次も朝食の準備という、不規則な勤

務が想像できるので、イメージを払拭するのがなかなか難しいところです。いま、省力

化・業務効率化に向けた、宿泊の一括予約システムの導入などを支援に取り組んでいま

す。 

また、オーナーさん方の意識改革ということで、採用のやり方、サービスづくり、イ

ンバウンド対策などに関する観光経営塾をやっています。参加特典として、採用マーケ

ティングツールや面接マニュアルなどの特典をつけています。さらに観光業の就職フェ

アをやっており、昨年は１２名が就職につながっています。  

今後は、デジタル部局とも連携して、どうやってデジタル化・ＤＸ化を進めればいい

かというところに手が届くようなサービスを提供できればと思います。 

 

【千田農林水産部長】 

農林水産業については、資料７ページの「人手不足の現状」について、Ｇの農林漁業

従事者は意外と求人倍率自体は低いのが現状です。ただ、実態として総数でみると、農

林水とも、急激に従事者数が減少傾向にあります。しかも、今後２０年については、さ

らに生産者が減っていくという危機感をもって対応を考えているところです。 

農林水産業の課題として、魅力が伝わってないのではないか、また生産性自体もまだ

まだ低いとの感覚があるのではないかと考えております。 

このため、食料安全保障へ貢献する産業であるという魅力や、やりがいをアピールし

ていくことに取り組んでいます。また、生産性については、スマート農業や生産現場の

大区画化に取り組んでいますが、なかなかスマート機器も高額ということもあり、より

廉価で中山間地域でも普及可能なスマート機器の導入ができないか、一緒に開発できな

いか、事業者の方と話をしているところです。そのような魅力のアピールと生産性の向

上について、引き続き取り組んでいきたいと思います。 

 

【久原土木部政策審議監】 

資料９ページ「人手不足の現状」について、建設業は入職率よりも離職率が高いとの

説明がありました。平成２５年ぐらいから、建設部門での高齢化が他職種に比べて高い

ということで、とにかく労働力を確保しようという施策を県の方でやっています。建設

業界と一緒になって、魅力の発信や、建設業の方々の働き方改革への支援に取り組んで

います。 

離職率については、高齢化で辞めていく人が多いという部分での離職率が高いという

こともあると思いました。 

エッセンシャルワーカーに関して、土木１級建築士は非常に世の中にメジャーな資格

ですが、その他にも、測量士、技術士、施工管理技士など、たくさんの資格がありま
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す。そのような資格を取ると、業界としては入札に有利になり、技術者の奪い合いとい

うこともあります。そういうところから考えると、建設業の離職率がここまでの高さに

なるのは少し疑問に感じました。 

業界の方では、ショベルカーの体験など子どもたちが喜ぶような企画をして、魅力の

発信などにも頑張ってもらっています。土木部としても、資格取得やそういった業界の

取り組みに対しても支援を行いながら、魅力や資格の凄さみたいなものを発信できたら

と思います。 

 

【白石教育長】 

高校生の県内就職率については、年々上がってきていますが、資料１１ページの課題

１の「県内定着」について、学校の進路指導の先生やコーディネーターの話を聞くと、

高校生が社会に出るにあたり不安な部分もあるため、社員寮など待遇の手厚いところを

選ぶ傾向にあるという話も聞いています。最近では、県内企業もそのような取り組みを

進めているとの話も聞いております。 

現実的には、特に工業系の就職あたりを見てみますと、全国的には大手企業の求人が

多く、そこを選択する傾向にありますので、やはり県内企業の魅力をどのように上げて

いくか、県内にもいろいろな企業があるということを、学生に見たり聞いたりさせて、

キャリア教育に取り組んでいるところであります。そういった情報の働きかけで、県内

就職率も上がっていくと思っております。 

普通科については、基本的に普通科の主な学生は進学が目的で、一部には県内就職す

る学生もいます。高校生が、自分たちでしっかり情報を持って就職できるような、また

将来を決めるような施策にしっかり取り組んでいければと思います。 

 

【上田商工労働部長】 

学生や保護者の方も含めて、いろいろな職業に対する理解不足、あるいはネガティブ

イメージがあると思っています。例えば、半導体産業については、４年、５年前まで

は、保護者の方や学生の皆さん含めて、斜陽産業というふうに言われておりました。Ｉ

Ｔやソフトウェア系が、情報通信では花形の職業でした。しかし、ＪＡＳＭさんが立地

して、だんだん採用形態、あるいは募集人員、仕事の内容がわかってきたところで、態

度を変える方々もいます。 

それまで、半導体は黒いチップの中に得体の知れないものが入っていて、それはもの

すごく小さな世界で作られ、それを三交代で作るというのが半導体産業のイメージだっ

たところがです。それが、世界のあらゆる自動車、あらゆる産業の部分で使われる業界

であり、それが熊本に長く立地している、そしてそれを作る半導体メーカーや装置メー

カーもいるということがわかってくると、だんだん半導体産業に対するイメージも、ソ

フト・ハード両面で変わってきたと思います。 

皆さんと一緒に、それぞれの職業のネガティブイメージではなく、よりよい明るいイ

メージや、若い方でも頑張っている方々をＰＲしていくことで、非常にいい影響がある

のではないかと思います。第２回目の会議を秋にやりますが、それに向けて、一緒に頑

張っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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【亀崎副知事】 

私も３月まで、建設業の方で同じようなことをやっておりました。その中で１つ印象

に残っているのが、若い人が入る会社の社長さんに聞いたときに、ボーナスを若手の社

員にも必ず出して、そういう面で、ずっと継続的に来てくれるというところもありまし

た。また、あるところでは、そういう専門的な学科を卒業された生徒さんもですが、普

通高校を卒業した子もずっと残ってくれて、仕事が好きで、やってくれているとのご意

見もありました。 

ですから、この課題のところで、ある意味、何でその企業に好きでいるのですか、と

いうところのからのアプローチもあるのではないかと思います。 

いずれにしても、横串を刺すということで、建設業、医療・福祉など各産業で同じよ

うな課題がありますので、ポイントは今度の１０月までに、可能な施策について、ぜひ

皆さんで知恵を絞って出していただければと思います。 

 

【竹内副知事】 

本日、現状と課題を共有して、さらに知事からの投げかけで、かなり突っ込んだ議論

までしてもらいました。先ほど、亀崎副知事からもありましたように、これから次の施

策めがけて、それぞれの部局でやること、横連携してやること、これをメンバーの皆さ

んのリーダーシップで、次の第２回会議で、ある程度披露できるような形で、頑張って

いただければと思います。 

まさに「くまもとで働こう」というのがキーワードですので、県内での人材育成・確

保に向けて、これからも一緒になって頑張っていきたいと思います。 

 

【木村知事】 

私も知らなかったことをそれぞれの部局の中で取り組んでいることが、よくわかりま

した。ぜひ１０月ぐらいに向けて、それぞれの部局の中で、いろいろ施策を磨いてもら

いたいと思います。 

私は、キャリア教育により、仕事を子どもたちに知ってもらうこと、または、これか

らの時代はこういうことが面白いのではないかとか、未来に向けたこと（取組み）が大

事だと思います。土木部関係は、以前からいろいろやっていただいたことが、いま成果

を出していると、建設業関係の方から伺っています。最近農林部の方では、親元就農と

かの話をしていますが、これも中学生や小学生に対して、いろんな仕事があるというこ

とを知ってもらうこと（が大事）だと思います。 

これは、今年・来年に人手不足がいる業界にすぐに効く話ではなく、長い期間にはな

るかもしれませんが、キャリア教育をしっかりやりながら、やっぱり業界ごとに好事例

を挙げて、または業界を超えて挙げて、あの企業はなぜ若い人が入るのだろうか、なぜ

離職率が低いのだろうとかいうことについて、ぜひ、秋に向けて、今一度分析して、い

い熊本モデルを広げていけたらなと思っていますので、みなさん頑張っていきましょ

う。 

 

５ 閉会 

【進行：時田労働雇用創生課長】 
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これをもちまして、第１回目の「くまもとで働こう」推進会議を終了させていただき

ます。今後、関係部局と連携して県内の人材育成確保に取り組んで参りますので、ご協

力をお願いいたします。ありがとうございました。 


